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ワッショィ．／　ワッショィ．／　　「島津区」の祇園山かさ　7月15日撮影

当日は、あいにく雨降りでしたが、全戸のぼりを立て、御神燈を燈してまつりを盛り上げました。

人のうこき（宝器誓）
人　　口　　　14，814人（＋27）

男　　　　　7，142人（＋13）

女　　　　　7，672人（＋14）

世帯数　　　　4，068戸（二二　0）

転　　入　　81　　転　　出　60

出　　生　12　　　死　　亡　6

（）内　は前　月　比

＊　8　月　の　税　金＊

町　県　民　税　　　　　　2　期分

納期限　8月25日（火）まで

国民健康保険税　　　　　　2　期分

納期限　8月31日（月）まで

（8月のおもな行事）　1日　シートベルト着用推進運動（－31日）



公㊥筋の卿（2）

1日　　水の日・水の週間（－7日）

町
民
待
望
の
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

が
出
来
上
が
り
、
8
月
l
日
か
ら
開
館

致
し
ま
す
。
l
階
は
バ
レ
ー
コ
ー
ト
2

両
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
1
両
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
4
両
で
、
利
用
喬
聖

者
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
窓
口
で

利
用
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
2
階
は

ト
レ
ー
一
一
ン
グ
ル
ー
ム
で
筋
力
鍛
練
等

の
各
種
器
具
が
豊
富
に
揃
え
て
あ
り
ま

す
の
で
直
撰
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
窓

口
で
所
定
の
手
続
き
を
し
て
、
健
康
及

び
体
力
づ
く
り
に
、
お
お
い
に
御
利
用

下
さ
い
。

∇
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が

国
民
の
祝
日
又
は
振
替
え

休
日
に
当
る
場
合
は
そ
の

翌日）

▽
使
用
時
間
　
8
時
0
0
分
か
ら
2
1
時
0
0

分
ま
で
、
但
し
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
は
、
1
0
時
か

ら
幼
時
ま
で

▽
使
用
料
（
2
時
間
）

①
バ
レ
ー
1
両
使
用
　
昼
間
三
百
円

夜
間
七
百
円

⑧
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
　
　
昼
間
六
百
円

夜
間
千
四
百
円

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
1
両
使
用
昼
間
百
五
十
円

夜
間
二
百
円

④
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

（
2
時
間
）
l
人
・
百
円

詳
細
に
つ
い
て
は
社
会
教
育
課
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
壊
法
改
正

「
∴
陣
容
年
金
、
遺
族
年
金
及
び
遺
族

給
与
金
の
額
の
引
上
げ
（
4
月
及
び

8
月
か
ら
）
。

二
、
満
州
開
拓
青
年
義
勇
隊
の
隊
員
と

し
て
の
訓
観
を
修
了
し
て
集
団
開
拓

農
民
と
な
っ
た
者
に
よ
り
構
成
さ
れ

れ
た
義
勇
隊
開
拓
団
の
団
員
を
準
軍

属
と
し
て
処
遇
（
4
月
及
び
1
0
月
か

ら）。0
軍
事
に
関
す
る
業
務
等
に
よ
り
傷

病
に
か
か
り
、
第
5
款
症
以
上
の

障
害
を
有
す
る
場
合
に
障
害
年
金

又
は
障
害
一
時
金
を
支
給
。

臼
軍
事
に
関
す
る
業
務
等
に
よ
り
傷

病
に
か
か
り
、
死
亡
し
た
者
の
遺

族
に
遺
族
給
与
金
及
び
弔
慰
金
を

支給。

三
、
義
勇
隊
開
拓
団
の
団
員
で
、
軍
謡

に
関
す
る
業
務
等
に
よ
り
傷
病
に
か

か
り
、
第
5
款
症
以
上
の
障
害
を
有

す
る
者
を
、
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法

の
対
象
者
と
し
て
処
遇
　
（
1
0
月
か

ら）。
四
、
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
継
続
。

0
要
特
給
国
債
「
に
号
」
該
当
者

で
、
昭
和
5
6
年
0
0
月
1
日
遺
族
年

金
、
遺
族
給
与
金
等
を
受
給
中
の

者
（
六
十
万
円
、
1
0
月
か
ら
）

日
照
和
船
年
4
月
1
日
前
に
死
亡
し

た
戦
傷
病
者
等
の
妻
で
、
戦
傷
病

者
等
の
糞
に
対
す
る
特
別
給
付
金

「
ほ
号
」
の
受
給
額
を
取
得
し
、

昭
和
紡
年
1
0
月
1
日
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
受
給
中
の
者
（
六

十
万
円
、
1
0
月
か
ら
）
。

五
、
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

給
付
金
「
継
続
に
弓
」
受
給
者
に

再
継
続
支
給
（
六
十
万
円
、
m
月

から）。

六
、
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
ろ
特
別
給

付
の
支
給
対
象
範
囲
の
拡
大
及
び
継

続0
昭
和
5
5
年
援
護
法
の
改
正
に
よ
る

障
筈
年
金
等
の
受
給
者
で
昭
和
5
4

年
4
月
1
日
に
お
い
て
第
5
款
症

以
上
の
者
の
糞
（
五
万
円
、
軽
症

者
二
万
五
千
円
、
1
0
月
か
ら
）
。

臼
戦
傷
姿
特
給
国
債
「
ほ
号
」
受
給

者
に
継
続
支
給
（
三
十
万
円
、
軽

症
者
十
五
万
円
、
1
0
月
か
ら
）
。

七
、
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
に
対
す
る

慰
労
給
付
金
の
支
給
（
4
月
か
ら
）

右
記
の
う
ち
、
一
に
つ
い
て
は
厚
生
省

が
職
権
で
改
定
、
そ
れ
以
外
は
受
給
権

者
か
ら
の
請
求
を
必
要
と
し
ま
す
。

◎
風
鈴
法
改
正
に
つ
い
て

一
、
恩
給
年
額
の
増
額
（
4
月
か
ら
）

二
、
公
務
関
係
扶
助
料
の
最
低
保
階
額

の
増
額
（
4
月
及
び
8
月
か
ら
）
。

三
、
億
病
恩
給
年
額
の
増
額
（
4
月
及

び
8
月
か
ら
）
。

四
、
傷
病
者
遁
族
特
別
年
金
の
増
額

（
4
月
、
8
月
及
び
1
2
月
か
ら
）
。

五
、
普
通
恩
給
等
の
最
低
保
障
額
の
増

額
（
4
月
及
び
6
月
か
ら
）
。

六
、
傷
病
恩
給
に
係
る
扶
糞
家
族
加
給

及
び
公
務
関
係
扶
助
料
に
係
る
快
楽

遺
族
加
給
の
増
額
（
4
月
か
ら
）
。

巳
、
特
例
傷
病
恩
給
に
係
る
特
別
加
給

の
増
額
（
4
月
か
ら
）
。

八
、
度
期
在
職
者
の
2
0
議
以
上
の
旧
軍

人
等
の
仮
定
俸
給
の
改
善
（
川
月
か

ら）。
九
、
旧
特
別
調
達
庁
の
職
員
期
間
の
通

算
条
件
の
緩
和
。

十
、
恩
給
外
所
得
に
よ
る
普
通
恩
給
の

停
止
基
準
の
引
上
げ
。

二
、
寡
婦
加
算
の
調
盤
基
準
額
の
引
上

げ右
記
の
う
ち
、
九
を
除
き
総
理
府
恩

給
局
が
職
権
で
改
定
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県

民
生
部
媛
護
諜
0
9
2
（
1
5
1
）
3

0
4
7
又
は
役
場
福
祉
課
福
祉
係
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

盆
　
休
　
み

次
の
施
設
は
8
月
1
3
、
1
4
、

日
は
盆
の
為
休
み
ま
す
。

・
中
央
公
民
館

・
公
民
館
別
館

・
武
道
場
（
籍
1
、
籍
2
）

・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

・
老
人
憩
の
家



（3）塵⑭箇勉餌　　　　　　　　　　　　　　第271号

▽　　　　　　　　▽　　　　▽

対　　　　　　　場　　　　期

象　　　　　　　所　　　　目

▽　▽　▽　▽

後主主　婦

程　　　　　援管他所

▽　▽　▽　▽
後主主　賜

援管他所

1日　　第17回　観　光　週　間（一7日）

親
と
子
の
「
海
浜
あ
そ
び
の
っ
と
い
」
開
催

昭
和
5
0
年
8
月
2
2
日
（
土
）
　
▽
活
動
内
容
。
海
水
浴
と
海
浜
遊
び

～
8
月
2
3
日
（
日
）
1
泊
　
　
　
　
　
　
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

2
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
。
地
引
網

玄
海
町
大
字
相
法
新
川
先
　
▽
費
　
用
一
人
当
り
　
二
千
円

肌
－
詣
福
岡
県
立
少
年
自
　
▽
申
込
み
　
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

然
の
家
「
玄
海
の
家
」
砥
　
　
氏
名
、
学
年
、
性
別
、
利
用
交
通
横

話
0
9
4
0
6
（
2
）
2
　
　
関
、
懲
話
番
号
を
記
入
し
「
玄
海
の

5
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
察
し
　
へ
申
し
こ
む
こ
と
。

小
学
生
以
上
の
児
童
・
生
　
　
先
着
順
で
受
付
け
、
定
員
に
な
り
次

徒
及
び
保
護
者
　
　
　
　
　
第
締
切
り
返
信
は
が
き
で
連
絡
し
ま

第
9
回
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
1
1
回
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ス
る
育
次
．
声

育
め
全
に
す
御
　
o

体
高
蝕
め
ま
の
す

の

を

の

た

し

致

ま

女
心
身
る
僅
多
し

少
関
心
す
閲
の
い

・
の
、
与
り
ん
頓

年

ツ

に

番

お

き

お

少

一

共

に

と

な

を

ポ

と

成

の

み

援

▽
参
加
定
員
　
獅
名
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

▽
日

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

時
　
8
月
2
日
（
日
）

8
時
偵
分
～
1
7
時

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▽
日
　
時
　
8
月
2
日
（
日
）

8
時
4
5
分
～
1
7
時

籍
l
回
「
親
と
子
の
キ
ャ
ン
プ
」
大
会
開
催

犠　親と子 が
野
外
で

接
食
を
共

に
し
、
野

外
活
動
を

通
じ
て
心

の
ふ
れ
あ

い
を
は
か

る
と
と
・
も

に
、
あ
わ

せ
て
参
加
者
全
員
の
交
流
を
深
め
ろ
啓

を
目
的
と
し
て
次
の
と
お
り
「
親
と
子

の
キ
ャ
ン
プ
」
大
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
小
・
中
学
生
及
び
親
の
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。

▽
主
　
催
　
教
育
委
員
会
、
町
雷
少
年

育
成
町
民
会
議
、
子
供
会

育
成
連
絡
憶
説
会

▽
期
　
日
I
8
月
8
日
（
土
）
～
9
日

（日）

▽
会
　
場
∴
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
前

広
場

▽
対
　
象
　
町
内
に
居
住
す
る
親
と
子

（
子
は
小
学
校
3
年
生
以
上
）

▽
内
　
容

第
1
日
日
（
8
日
）

。
1
3
時
－
1
4
時
　
受
付

。
1
4
時
～
2
2
時
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
、
テ
ン
ト
設
営
、
夕
べ
の

集
い
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

等

第
2
日
日
（
9
日
）

o
6
時
～
Ⅱ
時
4
5
分
　
朝
の
集
い
、

朝
食
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等

▽
参
加
費
　
1
人
　
三
百
円

▽
申
込
み
　
8
月
3
日
（
月
）
ま
で
に

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
へ
問
合
せ
下
さ
い
。

▽
臼

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

子
供
会
育
成
会
、
体
育
協

会
、
公
民
館
連
絡
協
議

会
、
背
少
年
育
成
町
民
会

議受
付
＝
8
時
～
8
時
0
0
分

町
内
各
小
、
中
学
校

教
育
委
員
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

子
供
会
育
成
会
、
体
育
協

香

典

返

し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
岩
本
房
雄
様

（
鬼
津
）
　
岩
本
秀
夫
様

故
加
藤
素
夫
様

（
遠
賀
川
）
加
藤
純
一
様

故
中
川
原
カ
メ
ノ
様

（
今
古
賀
）
川
野
大
八
様

開
会
式
－
1
8
時
備
分

試
合
開
始
＝
9
時

▽
チ
ー
ム
編
成小
学
生
9
人
（
登
録
人
数

は
自
由
）

▽
試
合
形
式
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
法

▽
勝
敗
の
決
定1
試
合
の
セ
ッ
ト
は
3
セ

ッ
ト
と
し
2
セ
ッ
ト
先
取

し
た
チ
ー
ム
を
勝
者
と
す

る
。
（
l
セ
ッ
ト
の
勝
点

は
2
1
点
）

会
、
公
民
館
連
絡
協
議

会
、
青
少
年
育
成
町
民
会

韻

▽
日
　
程
　
受
付
＝
8
時
～
8
時
0
0
分

開
会
式
＝
8
時
4
5
分

試
合
開
始
日
9
時

▽
チ
ー
ム
編
成小
学
生
6
名
以
上
、
中
学

生
3
名
以
内
と
し
登
録
人

数
は
自
由
と
す
る
。
（
尚

中
学
生
は
2
年
生
ま
で
）

▽
試
合
形
式
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
法

▽
試
合
同
数
　
7
回
。
（
延
長
は
9
回

まで）

あ
な
た
は
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
わ

〝
婦
人
相
談
員
〝

婦
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
に
つ

い
て
、
相
談
相
手
と
な
り
、
そ
れ
ら
の

解
決
に
あ
た
っ
て
、
で
き
ろ
限
り
の
手

助
け
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
柵
人
相
旗
員
へ

o
夫
の
暴
力
、
飲
酒
で
悩
ん
で
い
る
。

o
離
婚
問
題
を
抱
え
て
い
ろ
。

o
離
婚
し
た
が
、
実
家
に
も
帰
れ
ず
仕

事
も
な
く
因
っ
て
い
る
。

。
家
出
し
た
が
、
途
方
に
く
れ
て
い
る

。
娘
の
素
行
が
悪
く
て
困
っ
て
い
る
。

。
弱
み
を
握
ら
れ
、
売
春
を
強
い
ら
れ

て
い
る
等
。

遠
賀
福
祉
専
務
所

総
務
課
　
鶴
田
妙
子
婦
人
相
談
員

能

話

0

9

3

（

6

0

1

）

2

1

2

1
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道路を守る　月　間（道路保全美化運動）

麿
i

っ
部
‥
‘
l

☆
…
‥
肱
報
第
2
6
9
号
で
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
結
果
、
次
の
サ
…
・
☆

☆
…
・
・
－
ク
ル
か
ら
募
集
の
要
項
が
集
ま
し
た
の
で
希
望
の
サ
ー
ク
…
・
・
☆

☆
…
…
ル
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
余
暇
を
有
効
に
御
利
用
下
さ
い
。
　
…
☆

遠
賀
町

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

ら
せ
致
し
ま
す
。

待
望
の
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
が
出

来
上
が
り
、
正
式
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー

ト
も
設
灘
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
機
会
に
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

員
を
募
集
致
し
ま
す
。
学
生
時
代
及
び

会
社
等
で
経
験
の
あ
る
方
、
又
、
今
度

新
し
く
始
め
て
み
よ
う
と
思
う
方
、
多

数
の
入
部
を
お
待
ち
し
ま
す
。
申
込
先

は
、
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま

で。

婦

人

体

操

教

室

家
庭
婦
人
が
日
常
生
活
の
基
本
と
な

る
体
力
を
つ
く
り
、
健
康
の
保
持
増
進

を
は
か
る
疎
を
目
的
と
し
て
婦
人
体
操

教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
次
の
と

お
り
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
お
知

▽
開
設
日

▽
時
　
間

▽
会
　
場

▽
会
　
費

▽
講
　
師

▽
申
込
先

第
l
、
2
、
3
水
職
日

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
3
0
分

第
1
武
道
場
（
役
場
楼
）

8
月
l
日
よ
り
新
築
の
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。

観
月
　
千
円

守
田
光
子
先
生

開
設
日
当
日
、
画
接
会
場

に
お
こ
し
下
さ
い
。

郷
土
文
化
研
究
会

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
心
ひ
か
れ
る

方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

行
疎
と
し
て
は
、
町
内
や
近
郊
の
通

称
巡
り
や
調
査
、
恋
歌
の
パ
ス
ハ
イ

ク
、
さ
ら
に
発
表
会
等
を
随
時
行
い
ま

す。▽
会
　
費
　
年
間
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
虫
生
灘
　
青
野
千
年

砲
藷
（
3
）
0
4
2
5

な
お
8
月
1
日
（
土
）
に
懇
話
会
を

行
い
ま
す
。

（
6
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
）

レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

研
　
究
　
会

こ
の
会
は
レ
ク
‖
ノ
t
 
I
シ
∋
ン
全
般

に
わ
た
り
自
分
選
の
手
で
研
究
か
つ
勉

強
し
、
そ
の
技
術
と
成
果
を
地
域
社
会

に
役
立
て
、
そ
し
て
各
職
場
、
地
域
で

幅
放
く
活
動
で
き
る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー

を
餐
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
活
発
な

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
毎
月
第
1
・

第
3
月
脱
臼
に
遠
賀
町
公
民
館
別
館

（
郵
便
局
械
）
で
ダ
ン
ス
　
（
社
交
ダ
ン

ス
含
む
）
・
ゲ
ー
ム
・
歌
を
主
と
し
て

例
会
を
楽
し
く
行
な
っ
て
い
ま
す
。

又
、
例
会
の
外
に
も
子
根
会
、
姻
入
会

等
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
∋
ン
実
技
指
導
、

野
外
自
主
研
修
、
各
青
年
の
家
、
少
年

自
然
の
家
主
傭
郵
業
参
加
等
、
い
ろ
い

ろ
勉
強
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
に
興
味
の
あ
る
方
、
入
会
し
た
い
万

は
直
接
例
会
日
に
お
い
で
く
だ
ざ
る
か

次
の
所
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

▽
例
会
日
　
毎
月
第
1
・
第
3
月
醐
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
－
2
1
時

▽
場
∴
所
∴
師
公
民
館
別
館
（
郵
便
局

横）

▽
資
∴
格
　
別
に
制
約
は
あ
り
ま
せ

ん。

▽
会
　
費
　
二
千
四
百
円
（
年
会
費
）

∇
問
い
合
せ
　
田
中
幸
男
　
昼
（
3
）

1

2

3

4

　

校

　

0

9

3

（
2
4
）
1
8
6
9
　
又
は

田
中
久
美
千
　
枝
（
3
）

0
6
0
°
8

夏

休

み

を

安

全

に

山
び
こ
保
育
園
よ
い
子
の
交
通
教
室

7
月
1
3
日
、
遠
賀
自
動
事
学
校
で
襲
休
み
を
安
全
に
過
こ
す
た
め
の

交
通
安
全
教
室
が
、
山
び
こ
保
育
園
園
児
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
保
育
園
の
中
だ
け
で
は
交
通
ル
ー
ル
を
理
解
さ
せ
に
く
い

た
め
、
避
賀
自
動
車
学
校
の
好
意
に
よ
り
、
実
地
訓
練
を
主
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

山
び
こ
保
育
園
々
長
　
信
行
利
子

今
回
遠
賀
自
動
車
学
校
の
好
慈
に
よ

り
、
園
児
3
才
以
上
0
0
名
、
父
兄
約
5
0

名
が
一
日
入
学
し
、
父
兄
に
は
映
画
で

ま
た
園
児
に
は
鉄
道
公
安
官
か
ら
人
形

劇
・
巡
視
員
か
ら
正
し
い
信
号
の
見
方

と
び
出
し
の
危
険
等
の
指
導
を
受
け
ま

した。初
め
て
行
っ
た
自
動
車
学
校
に
園
児

も
大
変
蕾
び
、
こ
れ
か
ら
も
父
兄
と
共

に
く
り
返
し
〈
訓
練
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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テント設営

3　日　　食　品　衛　生　週　間（一9日）

空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

図
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
次
の

と
お
り
生
後
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
町

内
子
供
達
の
心
身
と
も
に
健
康
で
明
る

く
礼
儀
五
し
い
成
長
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
　
火
雌
日
、
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
0
時
0
0
分

▽
場
∴
所
　
第
1
武
道
場
（
役
場
横
）

▽
対
　
象
　
町
内
小
学
生
及
び
中
学
生

▽
指
導
者
　
中
井
、
半
田
、
古
川
、
中

代
の
各
有
段
者

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

内
　
半
田
態
話
（
3
）
　
1

3
5
5
　
又
は
直
接
会
場

に
お
い
で
下
さ
い
。

琴
・
三
味
線
同
好
会

毎
週
火
曜
日
の
夕
べ
を
、
美
し
い
旋

律
の
中
で
豊
か
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

お
琴
と
三
味
線
が
あ
な
た
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

∇
稚
苗
日
　
毎
逓
　
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～

▽
場
∴
所
　
町
公
民
館
別
館

▽
申
込
先
　
遠
賀
町
役
場
内
古
田
優
子

璃
話
（
3
）
　
1
2
3
4

成

人

民

謡

教

室

▽
日
　
時

▽
場
∴
所

▽
会
　
費

▽
募
集
人
数

▽
対
　
象

▽
申
込
先

毎
週
火
瞬
日

2
0
時
～
2
2
時

浅
木
公
民
館

月
千
五
百
円

約
1
0
名

高
校
生
以
上

浅
木
　
芳
賀
拓
次
郎

超
話
（
3
）
1
0
2
1

若
松
　
丸
井
充
子

衛
話
（
3
）
1
5
4
8

剣
　
道
　
教
　
室

野
外
活
動
キ
　
ャ
　
ン
プ

論

習

会

が

開

か

れ

ま

し

た

次
の
と
お
り

堂
従
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
多

数
入
部
さ
れ
ま

す
よ
う
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

少
年
少
女
民
謡
教
室

▽
日
　
時
　
毎
週
金
曜
日

1
7
時
－
1
8
時

▽
場
　
所
　
浅
木
公
民
館

∇
会
　
費
　
月
千
三
百
円

▽
募
集
人
数
　
約
1
0
名

▽
対
　
象
　
小
・
中
学
生

∇
申
込
先
　
浅
木
　
田
中
恵
美
子

醇
話
（
3
）
2
6
0
3

詩
　
吟
　
朗
　
詠
　
金

港
吟
は
、
お
腹
の
底
か
ら
声
を
出
し

ま
す
か
ら
ス
ト
レ
ス
解
消
、
美
容
健
康

に
優
れ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た

も
詩
吟
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
　
時
　
毎
週
金
曜
日

1
9
時
～

▽
場
　
所
　
町
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
　
二
千
五
百
円

▽
対
　
象
　
小
学
生
以
上

▽
申
込
先
　
上
別
府
　
植
村
隆
雄

包
話
（
3
）
2
1
1
5

▽
対
象
者
　
小
学
校
1
年
以
上

▽
月
　
謝
　
千
五
百
円

▽
練
習
日
・
時
間

◎
第
1
武
道
場
（
役
場
横
）

毎
週
月
・
金
曜
日
　
1
8
時
－
1
9
時

◎
第
2
武
道
場
（
浅
木
小
校
内
）

毎
週
火
・
木
曜
日
　
1
8
時
～
職
階

▽
締
切
日
　
昭
和
朗
年
8
月
2
0
日
（
喧

接
練
習
会
場
に
お
い
で
下
さ
い
）

遠
　
賀
　
山
　
友
　
会

大
自
然
に
触
れ
、
膏
春
を
大
い
に
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
山
を
愛

す
ろ
あ
な
た
／
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ます。
▽
例
会
日
　
毎
月
第
l
・
第
3
木
曜
日

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
対
象
者
　
年
令
・
牲
別
を
問
わ
ず
未

経
験
者
大
歓
迎

▽
会
　
費
　
毎
月
三
百
円

▽
会
員
数
　
2
6
名

▽
申
込
先
　
尾
崎
　
松
井
　
登

惑
話
（
3
）
0
3
5
3

7
月
5
日
（
日
）
炎
天
下
の
も
と
、

遠
賀
町
野
外
活
動
キ
ャ
ン
プ
離
習
会
が

教
育
委
貴
会
主
他
で
武
道
場
及
び
役
場

横
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
参
加
予
定
5
0
名
に
対
し
、
予

想
を
は
る
か
に
上
廻
り
0
0
名
の
参
加
と

な
り
、
下
は
小
学
校
6
年
生
か
ら
上
は

壮
年
に
至
る
ま
で
終
始
熱
心
に
受
講

し
、
和
気
謁
閥
の
う
ち
に
熊
野
終
了
。

内
容
は
、
午
前
中
キ
ャ
ン
プ
に
必
要

な
基
礎
知
識
の
灘
発
と
テ
ン
ト
の
設

営
、
撤
収
の
実
技
、
午
後
か
ら
飯
倉
炊

焚
（
は
ん
こ
う
す
い
さ
ん
）
と
、
レ
ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

ダ

ン

ス

、

ゲ

ー

ム

、

ソ

ン
グ
等
を
行
な
い
ま
し
た
。

終
っ
た
後
の
皆
さ
ん
の
声
と
し
て
は

「
非
常
に
署
か
っ
た
が
、
夏
休
み
前
に

こ
う
い
う
講
習
会
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
は
大
変
参
考
に
な
り
、
毎
年
実
施
し

て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
声
が
大
半
で
し

た
。
来
年
も
内
容
等
十
分
検
討
し
て
や

っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
講
習
会
に
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
遠
賀
山
友
会
、
遠
賀
町
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

役
場
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す

役
場
サ
イ
レ
ン
自
動
断
続
装
握
の
取
付
け
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
に
伴
な
い
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
テ
ス
ト
を
次
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

▽
テ
ス
ト
日
時
－
∴
一
旧
和
5
6
年
8
月
1
0
日
（
月
）
正
午
－
1
3
時
の
間

な
お
時
間
内
に
二
・
一
二
度
繰
返
す
革
も
あ
り
ま
す
。
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0日　　L P　ガス　消費者保安デー

ギ
ャ
ン
ブ
ル
好
き
の
友
人
が
金
を
借
り
に
き
た
が
口
約
束
だ
け
で
は
心
配

（
間
）
ら
結
“

Y
氏
が
「
急
用
が
で

き
て
ど
う
し
て
も
金

が
愛
る
。
五
十
万
円

ほ
ど
貸
し
て
欲
し

い
」
と
言
っ
て
き
ま

した。今
ま
で
の
付
き
合

い
を
考
え
る
と
断
る

わ
け
に
は
い
か
ず
、

さ
り
と
て
ギ
ャ
ン
ブ

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
も
言
っ
て
い

ら
れ
な
い
の
か
現
実
。
や
は
り
、
金

を
貸
す
方
、
借
り
ろ
方
と
も
に
．
慎

重
を
期
す
る
〟
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
か
で
も
、
友
人
同
士
の
金
の
貸

借
は
、
知
っ
た
間
柄
と
い
う
こ
と
か

ら
口
約
束
だ
け
で
、
ま
た
は
簡
単
な

借
用
蜜
だ
け
で
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
い
の
で
す
か
、
こ
の
場
合
も
万
一

の
こ
と
を
考
え
、
「
公
正
証
密
」
を

作
成
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で

拠
に
す
ぎ
ず
、
借
主
が
約
束
ど
お
り

に
金
を
返
さ
な
い
場
合
に
は
、
訴
訟

を
起
こ
し
、
判
決
を
得
な
け
れ
ば
強

制
執
行
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

あ
ら
か
じ
め
強
制
執
行
が
で
き
ろ
旨

を
混
載
し
た
公
正
証
書
を
作
成
し
て

お
け
ば
、
訴
訟
を
起
こ
さ
な
く
て
も

た
だ
ち
に
強
制
執
行
が
で
き
る
わ
け

です、公
正
読
替
を
作
成
す
る
に
は
、
あ

な
た
と
Y
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
印
鑑
証

ル
好
き
で
有
名
な
Y
氏
の
こ
と
、
約

束
ど
お
り
に
ち
ゃ
ん
と
返
し
て
く
れ

る
か
ど
う
か
心
配
で
す
。

一
説
で
は
、
あ
と
あ
と
の
扮
争
を

避
け
る
た
め
、
口
約
東
だ
け
に
頼
ら

ず
「
公
正
証
書
」
を
つ
く
っ
て
お
く

と
よ
い
と
の
こ
と
で
す
が
…
…
。

（
答
）
か
ら
鵜
縫
招
請

が
入
っ
た
〟
　
〝
親
切
心
か
ら
保
証
人

に
な
っ
た
と
こ
ろ
膨
大
な
借
金
を
背

負
っ
て
し
ま
っ
た
．
〝
悪
質
サ
ラ
金

の
返
済
に
追
わ
れ
一
家
心
中
，

～
私
た
ち
の
諜
ら
し
の
中
で
、
金

の
貸
借
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
い

っ
こ
う
に
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
，
悲
劇
〟
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
も
、
で
き
る
こ
と
な
ら
金

の
貸
借
は
し
な
い
に
こ
し
た
こ
と
は

〟
寂
し
さ
仲
に
も
礼
儀
あ
り
〝

金
銭
の
貸
し
借
り
に
は

公
正
証
書
の
作
成
を

明
辞
と
実
印
、
ま
た
は
運
転
免
許
証

な
ど
の
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
を

詩
っ
て
公
証
人
に
貸
借
の
金
額
、
貸

付
日
、
返
済
日
、
返
済
方
法
、
利
息

強
制
執
行
な
ど
の
条
件
を
口
述
し
ま

す
。
公
証
人
は
、
双
方
の
意
思
を
確

か
め
、
問
通
い
の
な
い
公
正
証
書
に

ま
と
め
て
く
れ
ま
す
。

な
お
、
公
正
証
書
の
作
成
に
は
一

定
の
公
証
人
手
数
料
（
貸
借
額
が
三

百
万
円
ま
で
の
場
合
は
三
千
円
）
が

必
要
で
す
。

多
少
の
手
間
と
お
金
は
か
か
っ
て

も
、
や
は
り
、
″
親
し
き
伸
に
も
礼

儀
あ
り
〟
、
Y
氏
と
話
合
い
の
上
、

公
正
証
書
を
作
成
し
て
お
け
ば
、
安

心
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

次
回
8
月
2
5
日
号
は
、
「
担
保
と

保
証
人
」
で
す
。

し
ょ
う
。
公
正
証
謡
と
は
、
公
証
人
が
当
部

署
の
依
頼
を
受
け
、
法
律
行
為
（
金

銭
貸
借
契
約
）
な
ど
に
つ
い
て
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
要
件
に
従
っ
て
作

成
す
る
謹
啓
の
こ
と
で
す
。

こ
の
駈
蕾
の
利
点
は
、
金
銀
の
取

立
て
に
つ
い
て
強
制
執
行
（
借
主
に

対
す
る
貸
主
の
請
求
権
を
国
家
に
よ

っ
て
強
制
的
に
実
現
す
る
こ
と
）
を

行
う
櫛
隈
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

です。つ
ま
り
、
通
常
の
私
的
な
契
約
辞

や
借
用
書
は
、
あ
く
ま
で
貸
借
の
証

郷
土
を
知
ろ
う
／

懇
話
会
の
お
知
ら
せ

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
で
は
次
の

通
り
悲
話
会
を
開
偽
い
た
し
ま
す
。
町

民
各
位
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
紡
年
8
月
1
日
（
土
）

1
3
時
0
0
分
よ
り

▽
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館

∇
演
∴
題
　
仏
像
ほ
か
木
彫
り
に
つ
い

て

▽
講
　
師
　
塊
　
　
貢
氏

▽
会
　
費
　
無
　
稽

お
ん
が
短
歌
会
談
草

河
中
指
曽
先
生
選

離
　
散

す
こ
や
か
に
老
い
ゆ
く
夫
が
黙
々
と
花

徹
る
庭
に
薪
割
り
て
お
り高
崎
∴
朕
江

客
を
ま
ぶ
範
の
オ
ー
ム
に
誘
わ
れ
て
翁

の
店
で
焼
き
餅
を
貰
う
久
野
き
よ
の

駕
の
吾
が
庭
に
来
て
鴨
き
し
靭
吉
報
あ

る
こ
と
ひ
と
自
明
な
し

商
略
　
そ
の

食
足
れ
ば
お
の
ず
と
気
分
安
ら
ぐ
や
横

に
な
り
た
る
友
は
居
眠
る柴
田
　
　
房

掘
り
て
来
し
貝
が
か
す
か
な
普
だ
て
て

汐
吹
く
さ
ま
を
ひ
と
り
見
つ
む
る

大
場
∴
瑳
江
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広波

桑　原　　崇

震　作　業　安　全　月　田（一11月）

田
　
の
　
革
　
と
　
り

全
戸
の
田
植
え
が
す
む
頓
を
見
計
ら

っ
て
区
長
は
″
さ
な
ぶ
り
〟
の
日
を
達

示
す
る
。
重
労
働
の
毎
日
で
あ
っ
た
後

だ
け
に
、
こ
の
〝
さ
な
ぶ
り
〟
は
農
民

に
と
っ
て
は
最
前
の
休
日
で
あ
る
。
し

か
し
田
植
え
で
汚
れ
た
壮
語
着
を
洗
濯

す
る
な
ど
で
婦
人
は
半
日
の
休
日
位
に

し
か
な
ら
な
い
。
さ
て
田
植
え
が
終
る

と
次
は
田
の
革
と
り
で
あ
る
。
今
の
よ

う
に
除
草
剤
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。

一
番
草
は
雁
爪
で
苗
と
苗
の
間
を
耕

し
、
二
番
、
三
番
、
上
り
革
と
英
夏
の

太
陽
に
さ
ら
さ
れ
熱
湯
化
し
た
田
水
の

中
を
四
ツ
ん
は
い
に
な
り
仕
事
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
い
へ
ん
な
作
業
で
あ
る
。
雁
爪
は

三
井
郡
国
分
村
の
笠
九
郎
兵
衛
と
い
う

人
が
一
人
で
浦
河
原
の
砂
利
ま
じ
り
の

土
地
を
五
、
六
町
歩
も
拓
く
程
の
篤

農
家
で
あ
っ
た
が
宝
永
四
年
へ
一
七
〇

こ
の
稲
を
戎
ね
る
こ
と
に
暫
く
こ
と
に

する）こ
の
姥
は
多
く
の
人
を
使
っ
て
い
た

が
、
こ
の
使
用
人
た
ち
は
田
の
周
囲
の

「
第
1
1
回
福
岡
県
青
年
の
船
」
を
終
え
て

と
こ
ろ
ば
か
り
を
廻
り
、
中

の
方
に
は
行
こ
う
と
し
な
い

の
で
或
時
、
姥
は
ひ
そ
か
に

櫛
に
酒
を
入
れ
田
の
巽
中
に

据
て
い
た
と
こ
ろ
、
使
用
人

は
之
を
見
つ
け
酒
を
飲
ん
だ

の
で
其
後
も
酒
を
飲
も
う
と

七
）
即
ち
二
七
四
年
前
の
夏
、
蟹
を
つ

か
ま
え
て
み
て
い
ろ
う
ち
、
思
い
付
い

た
の
は
、
こ
の
蟹
の
爪
の
よ
う
な
形
の

農
具
を
作
っ
て
除
草
に
使
っ
た
ら
ど
う

か
と
い
う
の
で
、
い
ざ
造
っ
て
み
る
と

如
何
に
も
便
利
で
「
が
ん
づ
め
」
と
い

う
名
で
皆
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
田
の
草
と
り
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
面
白
い
が
あ
る
。

満
城
里
諺
抄
と
い
う
本
の
中
に
底
井

野
姥
の
こ
と
が
あ
る
（
悪
は
虫
生
津
に

あ
っ
た
）
。
こ
の
姥
は
「
心
剛
に
し
て

智
も
浅
か
ら
す
、
多
く
の
男
を
謙
り
し

よ
し
、
耕
作
を
常
と
し
て

下
女
下
男
多
く
召
使
い
け

り
」
と
書
出
し
て
あ
る
。

即
ち
、
こ
の
姥
は
ら
え

の
多
い
人
で
睡
井
野
の
芦

原
を
開
拓
し
て
水
田
に
し

た
。
（
そ
の
ほ
か
、
か
す

か
す
の
逸
話
が
あ
る
が
、

田
の
中
ま
で
念
を
入
れ
て
田
の
葺
を
と

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

田
の
草
と
り
も
が
ん
づ
め
の
時
代
に

は
子
ど
も
の
手
に
負
え
な
か
っ
た
が
大

正
初
期
頃
か
ら
手
押
除
草
器
が
発
明
さ

れ
、
正
集
権
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
子
ど
も
も
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
親
も
よ
ろ
こ
ん
だ
。

ま
た
昭
和
二
年
頃
、
菊
入
式
転
換
除

草
器
な
る
も
の
の
広
告
文
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
定
価
一
挺
二
円
五

十
鑑
、
従
来
持
ち
喧
し
た
り
、
か
か
え

廻
っ
た
り
し
て
い
た
も
の
が
柄
の
転
換

に
よ
り
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
が
書
い
て
あ
る
が
、
実
際
に
使

用
し
て
見
る
と
広
告
の
如
く
に
は
い
か

な
か
っ
た
ら
し
い
。
あ
ま
り
使
用
さ
れ

ず
に
従
来
の
手
押
除
草
器
に
終
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

時
代
の
流
れ
の
中
に
も
農
作
業
の
変

革
は
昔
の
そ
れ
に
此
す
る
と
特
に
隔
世

の
感
が
あ
る
。
　
　
　
（
吉
野
千
年
）

私
は
幸
運
に
も
「
第
十
一
回
福
岡
県

青
年
の
船
」
に
乗
船
す
る
事
が
出
来
ま

した。
一
飯
団
員
に
内
定
し
、
四
月
二
日
か

ら
の
英
彦
山
で
の
三
泊
四
日
の
研
修
で

私
が
今
ま
で
見
失
っ
て
い
た
何
か
を
心

の
中
に
呼
び
戻
す
こ
と
が
出
来
た
様
な

気
海
で
す
。

そ
れ
は
連
帯
意
識
と
協
調
性
の
再
確

認
で
あ
り
ま
し
た
。
私
の
考
え
る
連
帯

恵
織
と
協
調
性
は
「
昔
年
の
船
」
と
い

う
団
体
の
中
に
位
罷
す
る
場
合
の
そ
れ

と
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
私
の
考
え
の

甘
さ
を
さ
と
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な

気
持
ち
で
あ
り
ま
し
た
。

私
は
中
国
満
開
の
中
で
万
里
の
長
城

を
第
一
の
日
額
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
月
か
ら
見
え
る
地
球
上
の
唯
一
の

建
築
物
で
あ
る
と
い
う
藷
を
開
い
た
部

が
あ
る
か
ら
で
す
。
万
里
の
虞
城
・
天

安
門
・
技
官
へ
と
進
む
に
つ
れ
、
こ
の

遺
産
は
中
国
民
衆
の
血
と
汗
に
よ
っ
て

出
来
上
が
っ
た
と
い
っ
て
も
言
い
す
ぎ

で
は
な
い
よ
う
な
感
館
が
こ
み
あ
げ
て

ま
い
．
り
ま
し
た
。

ま
た
、
体
好
（
ニ
イ
ハ
オ
）
・
再
見

（
ツ
ァ
イ
チ
ェ
ン
）
と
言
策
を
交
わ
し

手
を
振
る
謡
が
友
好
訪
問
で
あ
る
と
感

じ
て
い
た
の
で
す
が
、
最
後
の
寄
島
市

に
於
い
て
の
ス
ポ
ー
ツ
交
換
会
に
よ
っ

て
一
観
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
ば
が
通
じ
ず
、
最
初
は
笑
っ
て

い
た
子
供
達
も
、
私
た
ち
が
一
生
懸
命

に
し
て
い
ろ
姿
が
何
か
を
訴
え
、
協
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

私
は
、
中
国
の
子
供
達
を
見
ろ
た
び

に
澄
ん
だ
目
と
良
い
笑
顔
を
し
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。
物
質
的
に
は
恵
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
代
わ
り
に
子
供

ら
し
さ
と
野
性
味
に
軽
れ
何
か
に
邁
進

し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
国
の
将
来
を
担
っ
て
立
ち
、
苦

擬
に
も
崩
れ
落
ち
る
こ
と
な
く
一
歩
々

々
進
ん
で
行
く
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
日
本
の
子
供
た
ち
は
、

物
質
に
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
に
物
を
大

切
に
し
な
い
と
い
う
残
念
な
風
潮
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
風
潮
を
ど
の

よ
う
に
改
め
て
い
け
ば
良
い
の
か
結
論

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
青
年
の
船
に
よ
り
受
け
た
感
動

を
ま
わ
り
の
方
々
に
伝
え
る
こ
と
は
勿

論
で
す
が
、
今
後
遠
賀
町
の
、
多
く
の

碧
い
方
々
が
こ
の
青
年
の
船
都
築
に
参

加
し
て
、
感
動
を
体
験
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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8月分し尿くみ取り予定表

毎月1日　は「省エ　ネ　ル　ギ　ーの　日」

掴
憫
鰹
衝
圃

壁
の
総
評
謬

乳

　

児

　

相

　

繊

▽
期
　
日
　
8
月
日
日
（
火
）

9
時
0
0
分
－
1
0
時
5
0
分
ま

で
に
お
い
で
下
さ
い
。

役
場
保
健
室

生
後
7
～
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料
霜

　

枯

　

韻

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
品
　
印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

▽
内
　
容
　
産
前
・
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
額

母
子
手
帳
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン

検

診

の

結

果

検
診
の
結
果
は
異
常
の
あ
る
人
だ
け

連
絡
致
し
ま
す
。
連
絡
の
な
い
人
は
異

常
あ
り
ま
せ
ん
。

し
尿
、
ゴ
ミ
収
集
運

搬
の
盆
休
み
に
つ
い
て

▽
盆
　
休
　
8
月
1
4
日
、
1
5
日

盆
休
み
の
臨
時
汲
取
の
申
し
込
み
は

8
月
8
日
（
土
）
ま
で
に
役
場
保
健
衛

生
係
で
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申
込
ん
で

下
さ
い
。無
給
墳
墓
の
改
葬

▽
関
係
者
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
下
さ
い

◎
所
在
地
　
愛
知
県
春
日
井
市
勝
川
町

3
丁
目
1
6
3
5
番
地

▽
名
　
称
　
兜
塚
怒
地

▽
届
出
先
　
愛
知
県
春
日
井
市
勝
川
5

丁
目
　
名
古
屋
土
木
事
務

老
　
人
　
検
　
診

▽
期
　
日
　
8
月
1
日
（
金
）

▽
場
所
及
び
時
間

o
中
央
公
民
館

9
時
0
0
分
～
日
時
5
0
分

e
浅
水
公
民
館

1
3
時
～
1
5
時

▽
対
象
着
　
飾
蔑
以
上
の
人

∇
検
診
内
容

。
検
尿
　
o
血
圧
測
定

。
問
診
。
血
色
素
検
査

▽
料
　
金
　
無
料

8
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

8
月
4
日
（
火
）

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

役
場
保
健
室

▽
届
出
期
限

所
、
勝
川
土
地
区
画
盤
現

出
鼓
所
　
包
話
0
5
6
8

（
3
3
）
6
6
1
1

昭
和
5
6
年
8
月
3
1
日
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東和苑（浅木餌8番地の9）

岡部　和紗ちゃん

（鰭さんの轍）
昭和55年7月28日生

わたし、生まれた時、
3700gあったの。今もよ

く食べ、よく寝て、元気

いっぱい。テレビのコマ
ーシャルが大好き。よく

男の子にまちかえられる
たくましい女の子よ。

上別府914番地

小林　隆博くん

（鶉きさんの次男）
昭和55年8月26日生

予定より2週間早く、
2，600gで生まれて心配

していたのですか、元気
がよく近頃では、いたず

らも派手になってきまし

た。もう少し太ってくれ

たらと思っています。

1事　由ll田・ll心ll申！せ！申i中“1〃　t心　中　‡　‡　心　中　申

麗醗蟻繚灘鰭蘭“
＞期日と場所　日程表どおり

＞対象者　　4月1日現在遠賀町在

住で、滴18哉以上65歳

未満の女牲

鬼津494番地の3

谷山　温子ちゃん

（梁。さんの次女）
昭和55年8月19日生

今度こそは男の子と・
パパの期待を衷切って元

気な女の子。
毎日お姉ちゃんに泣か
されながら元気いっぱい
いつまでも姉妹仲良く

優しい女の子に……。

D持参品　o健康診査記録票（あら

かじめ配付します）
。健康手帳

＞料　　金　　無料

＞その他　　指定場所以外でも受診

できます。

13 ��10 ����9 ／“ 9 ���27 ���26 ��24 ��23121 1 ������20 ��19 ��i 雷　管 i I 

日 ��木 ����水 ���木 ���水 ��月 ��日 ���金 ���木 ��I水 ��火 ��曜 

13 30 （ �－9 ；30 （ �13 �� � �13 �9 ��13 ��9 �13 �9 �13：9 ��13 �9 ��13 �9 ��13； �9 �13 �：9 �十31 �－　9　検 

30 （ 16 �� ��30 （ � �0 1 0 �30 （ 16 ��30 �30 �30 �30　30 ��30 � �0 1 0 �30 � �0 1 0 �30 �30 （ 11 �130 （ �評 ��30 �診 

16 30 �亘l 亘0 �����16 �����（ 11 30 �！ 16 �〈 11 30 �i（ 言↑：↑∴ �����（ 16 ���（ 16 �����！ 11 30 �時 間 

30 ��3 ��30 �3 ��30 ���30 ��30 �3年0 ��3 ��30 �3 ��30 �30 �30 

も れ ��尾 ��西 町 ��木 �島 津 若 ��東 ��浅 �鬼 �上 別 噂 若 �松 の 木 �∠ゝ 古 �申 �広 ��新 ���別 府 千 代 丸 ��虫 i蓋 �告 ��老 良 �地 区 

i 崎 ��東 ��守 ���和 ��i 木 �津 ��緑 ��央 �渡 ��町 

者 ����町 ���松 ��苑 ����薬 に】 �光 苑 �賀 ����������停 �i iIil ��名 

町 公 民 館 別 ��尾 崎 ヽ ��東 町 公 民 ��木 守 ′ヽ �若 松 ＼ �� ��＼ �鬼 津 公 民 �上 �松 �′∠ヽ 古 賀 �広 波 公 民 館 ���町 ���月 �リ �虫 生 津 �旧市 ��老 良 公 民 館 �場 

憎 �の 本 �����公 i民 ；餌 別 ���府 ，公 民 ���停 公 一民 �i公 民 鑑 別 
公 民 ����重ヽ 民 �公 民 ������；公 ；民 �公 民 �公 民 ���������公 民 ����所 

飽 ��館 ��館 ��館 �館 �����館 �館 �館 �館 ����i鰭 ���飴 ��館 �館 �筋 

毎　月　第　3　日　曜　日　は　「家　庭　の　日」

盆
休
み
急
病
セ
ン
タ
ー

診
療
の
お
知
ら
せ

8
月
1
4
日
～
1
5
日
盆
休
み
の
2
日
間

は
遠
賀
・
申
同
地
域
行
政
事
務
組
合
急

病
セ
ン
タ
ー
で
診
嬢
を
い
た
し
ま
す
。

▽
診
察
は
有
料
で
す
。

▽
来
所
の
と
き
は
、
印
鑑
と
被
保
険
者

証
、
生
活
保
護
世
帯
は
診
演
依
頼

蕾
、
老
人
、
乳
幼
児
、
身
障
者
の
方

は
被
保
険
者
証
と
各
医
撰
証
を
持
参

し
て
下
さ
い
。

▽
往
診
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▽
開
設
日
と
診
痕
時
間

8
月
1
4
日
　
9
時
－
1
7
時

8
月
1
5
日
　
9
時
～
1
7
時

▽
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー

寓
話
0
9
3
（
2
0
1
）
9
9
9
9

▽
場
　
所
　
水
巻
町
大
字
下
二
5
7
6

番
地
の
4
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8月上期の遠賀町主要行事

日 �睡 �行　事　内　容 �時　　間 �実施会場 �担当課名1日的及び主な対象等　再考 

1 �土 �地区公民飼養会議 �13：30－・ �中央公民館 �社会輔課i鈍区公民紙　） 

2 �日 �艶麗鋒労詰二第 　　　大会 � �町内各小・ 中学校及び 勤労者体育 センターー �社会教育課十・中学生 ��詳細は 3ページ 

3 �月 �8月定例区曇会議 �13：00－ �役場 鏡2会織豊 �庶　務　膜 �各地区々轟 � 

4 �車　婦　相　談 ��9：30・－ �役場保確室 �住民課匡 ��詳細は 8ページ 

7 �金）老　人　検　診車ニi講 ���中央公民館 浅木公民館 �住民課16勘上の人 ��詳細は 8ペ－．ジ 

8 （ 9 �1 �車と子のキャンプ � �勤労者体育 センター横 の広場 �社会教育課 � �詳細は 3ページ 

】信ガン検診 】 �� �中央公民館 �住民計申し込み者のみ　l融 

10 �】 」月老人会長全輪 ��9：30－ �老人憩の家 �福祉練匡区老人会長　【 

一半配こと相中00－－6：00 ���公民館別館 �福祉観世㊨で料金無料で斗 

11 �火 �円∴∴ガン検診車：40－10：00 ��中央公民館 �i住民課申込み者のみ　商品 】 乳　児　相　談十30－10‥30 �� �住民課i生後7－12カ月㌃下 

12 �水 �胃ガン検診車0－10：30 ��中央公民館 �住民課申込み者のみ ��（ 塵鰯 
体育部長会輪中0－ ��中央公民館 �社会輔練車軸育部長　1 

2 �57／1 �12 �11 �10 �9 �8 �7 �6 �月 

委 jl �親 と �親 と 子 の ー集 い �田丁 民 �委 員 会 �先 進 地 �親 子 キ �賓合子野 只堅窒浩 �委 具 �行 事 

郎 ノら、． �千・ の 集 い ��大 会 �製 �視 察 崩 蝮 �ヤ ン ●ブ �事ミ？ 補説と∴∴！助 淳一＿指 皇簑ク薯 館研 長究 ヽA 民 生 

○ 年 度 末 反 省 一と 釆 �⊂） 映 画 規 �0 1ヽ ら 細 �00 育悉 少書 年迫 （逮教 会ノヾ 育ン 成フ �C） 夏 休 み �○ 委 貝 の 先 進 �広三 揚油 （こ‾－ �000 穐町I）キ 樋民Iヤ 的会ダ“ン 合さ鐘Iプ 推本の諏 進年糞皆 に康成並 �00 ポ1年 ス．京間 夕庭計 iの固 持日並 示」び ノヾ∴∴に �内 

賞 �工 ��の 反 省 と ��三百 の高 説労 

竹 細 工 ���地 視 ����容 

年 度 の と り ���諒レ 演ッ 会ト �町 民 大 �乗 研 修 �子者 の体 キ育 �つの　ぴ ぃ努　に て力　指 �ン努 7万 レ点 

、配 映布 �の j徳 ��ヤ七 ン　ン �点導 の‘こ 理つ 解 �ツ　の ト　審 

く み ���画 ���フ●夕 I ��i鷲∴t賃 
働 ��前 �　l と　で �布 

去
る
7
月
1
日
の
委
員
会
で
、
本
町
背
少
年
育
成
町
民
会
説
が
、
県
民
会
議

よ
り
、
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
受
け
、
全
町
あ
げ
て
、
背
少
年
の
健
全
育
成
に

と
り
く
む
こ
と
に
な
h
ノ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
月
に
は
、
県
民
会
磯
の
応
援
を
得
て
、
健
全
育
成
町
民
大
会
を

開
き
、
背
少
年
の
自
覚
の
高
揚
を
は
か
る
と
共
に
、
町
民
ぐ
る
み
で
、
苗
少
年

の
詳
導
育
成
に
つ
と
め
、
そ
の
効
果
を
稲
み
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
、
町
民
み
な
さ
ん
の
温
か
い
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
町
民
会
話
の
今
年
度
の
歩
み
に
つ
い
て


